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小高地域構想ワーキンググループ

（小高区地域協議会）

放射線リスクと向き合う

３

教育の未来を考える



小
高
の
学
校 

〜
変
遷
と
今
〜

被
災
後
四
年
半
を
経
て
、
小
高
の
教
育
の
場
は
再
編
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
た
め
に
、
被
災
前
後
の
教
育
を
め
ぐ
る
動
き
を
整
理
し
ま
し
た
。

歴
史
的
変
遷

被
災
後
か
ら
今

被
災
後
の
教
育
施
設
の

再
開
・
再
編
の
流
れ

東
日
本
大
震
災

2011.3.11

警
戒
区
域( 　

   

圏
内)

20
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緊
急
時
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難
準
備
区
域

　
　
　

( 　
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圏
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20

km
30

4.22

鹿
島
区
の
小
・
中
学
校
再
開

炊
き
出
し
昼
食
提
供
開
始

5.6

公
立
・
私
立
保
育
園
再
開

児
童
ク
ラ
ブ
再
開

6.1

公
立
幼
稚
園
再
開

8.1

除
染
作
業
開
始

　

校
庭
・
園
庭
の
表
土
入
替
え

　

校
舎
・
園
舎
の
洗
浄

8.25

学
校
給
食
再
開

鹿
島
区
内
小
・
中
学
校
に

ユ
ニ
ッ
ト
教
室
完
成
・
使
用
開
始

9.30

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
の

解
除( 　

〜　

   

圏
内)

20

30
km

10.17

原
町
区
内
小
・
中
学
校
の

自
校
再
開
①

11.1

私
立
幼
稚
園
再
開

11.21

仮
設
校
舎
完
成
・
使
用
開
始

2012.
 1.10

原
町
区
内
小
・
中
学
校
の

自
校
再
開
②

2.27

原
町
区
内
小
・
中
学
校
の

自
校
再
開
③

　
八
月
三
日
（
月
）
午
後
、
南
相
馬
市
役
所
に
て
、

教
育
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
と
そ
の
後
の
避
難
に
よ
る
学
校
教
育
の
再
編

成
と
、
そ
の
子
ど
も
や
住
民
へ
の
影
響
、
教
育
の
場

　　
　  

学
校
の
制
度
が
始
ま
っ
た
明
治
初
期
、
寺
や  

　
　  

私
邸
を
校
舎
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
八
七
七

年
、
金
性
寺
境
内
に
創
立
し
た
小
高
小
学
校
が
現
在

の
場
所
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
統
廃
合
や
移
転
を
繰
り
返
し
、
現
在
は

小
高
・
鳩
原
・
金
房
・
福
浦
の
四
校
の
市
立
小
学
校

が
あ
り
ま
す
。

　
震
災
後
、
警
戒
区
域
と
な
っ
た
小
高
区
内
の
全

小
・
中
・
高
等
学
校
は
、
区
外
で
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
二
〇
一
六
年
四
月
の
避
難
指
示
解
除
目
標
を
見

市
職
員
と
の

教
育
関
係
の
意
見
交
換
会

8.9

中
央
図
書
館
再
開

12.6

鹿
島
図
書
館
再
開

小

中高 　
　  

学
校
は
、
戦
後
に
小
高
・
金
房
・
福
浦
の
三

　
　  

校
が
創
立
し
、
一
九
七
二
年
に
小
高
中
に
統

合
し
ま
し
た
。

　
　  

校
は
、
一
九
〇
八
年
に
女
子
裁
縫
学
校
と
し

　
　  

て
創
立
し
、
農
業
高
校
を
経
て
商
業
高
校
と

な
っ
た
県
立
小
高
商
業
高
校
と
、
一
九
六
三
年
に
創

立
の
県
立
小
高
工
業
高
校
の
二
校
で
す
。

避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
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原町区

鹿島区

小高区

上真野小学校

八沢小学校

鹿島小学校鹿島中学校

鳩原小学校

小高工業高校
仮校舎県立原町高校

運動場

小高小学校

小高工業高校
小高中学校

小高商業高校

金房小学校

福浦小学校

4.3

学
校
図
書
館
支
援
員
の

派
遣
開
始

4.16

警
戒
区
域
の
見
直
し

▲ 当日の意見交換会の様子

市役所の学校教育課、幼児教育課、教育総務課から、

四名の方にご参加いただきました。

ー 
新
た
な
課
題

ー 

市
の
対
応
・
配
慮

ー 

教
育
の
目
指
す
姿

　
避
難
生
活
に
よ
る
家
族
構
成
の
変
化
が
、
保
育
園

の
待
機
児
童
の
問
題
の
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
被
災
前
は
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
る
環

境
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
再
開
後
の
通
学
に
つ
い
て
、

安
全
面
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
、
学
校
図
書
館
支
援
員
の

派
遣
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
小
中
学
校
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
、
子
ど
も
や
親

の
心
の
ケ
ア
へ
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
た
な
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
中
で
、

平
成
二
十
六
年
度
策
定
の
復
興
総
合
計
画
に
も
掲
げ

た
目
標
「
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
」
等
の
実
現

に
向
け
た
教
育
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
放
射
能
教
育
に
関
し
て
「
正
し
く
知
っ
て

正
し
く
怖
が
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
化
し
て
い
き
た

い
、
さ
ら
に
復
興
と
い
う 

側
面
を
考
え
た
時
に
、
地

元
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
、
と
い
う

意
見
が
出
ま
し
た
。

2016
   春

避
難
指
示
解
除
目
標

　
旧
警
戒
区
域
に
あ
る
小

高
区
内
の
五
小
中
学
校

は
、
仮
設
校
舎
で
の
授
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。
間
借

り
や
仮
設
ユ
ニ
ッ
ト
校
舎

等
を
経
て
、
現
在
は
鹿
島

区
の
各
小
中
学
校
に
仮
設

校
舎
を
も
ち
再
開
し
て
い

ま
す
。
二
つ
の
県
立
高
校

は
、
原
町
の
仮
設
校
舎
で

再
開
し
て
い
ま
す
。

据
え
て
、
市
教
育
委
員
会
が
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

同
年
八
月
の
二
学
期
か
ら
の
学
校
再
開
を
目
指
し

て
、
備
品
・
施
設
や
学
校
運
営
の
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　
鳩
原
・
金
房
・
福
浦
の
各
小
学
校
は
、
施
設
規

模
が
最
も
大
き
い
小
高
小
学
校
に
集
約
さ
れ
、
四

校
の
合
同
運
営
で
再
開
す
る
見
込
み
で
す
。

　
小
高
中
学
校
は
現
在
の
位
置
で
再
開
、
小
高
商

業
高
校
と
小
高
工
業
高
校
は
統
合
し
、
工
業
高
校

の
敷
地
で
再
開
す
る
見
込
み
で
す
。

　
た
だ
、
次
ペ
ー
ジ
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
学
校

再
開
を
め
ぐ
る
課
題
は
依
然
山
積
し
て
い
ま
す
。

が
避
難
生
活
や
復
興
に
対
し
て
果
た
し
う
る
役
割
に

つ
い
て
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

▶ 

小
高
区
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
再
開
の
流
れ

▶ 

鹿
島
区
の
仮
設
校
舎
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新
し
い
活
動

子
ど
も
た
ち
と
大
学
生
を

つ
な
ぐ
場
づ
く
り

▶
小
高
区
小
中
学
校
児
童
生
徒
親
の
会

　
に
つ
い
て
、
齋
藤
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
被
災
直
後
か
ら
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
活
動
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
齋
藤
幸
子
さ
ん
。
鹿
島

区
に
避
難
し
て
い
る
小
高
の
小
中
学
生
が
、
勉
強
も

遊
び
も
で
き
る
場
づ
く
り
を
始
め
て
、
今
年
で
四
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
小
高
区
か
ら
避
難
し
て
い
るP

T
A

の
方
々
で
、
同

じ
思
い
を
共
有
す
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ー 

活
動
へ
の
思
い
と
そ
の
経
緯

　
き
っ
か
け
は
原
町
を
訪
れ
た
際
に
、
こ
の
辺
り
に

は
大
学
が
な
く
子
ど
も
た
ち
が
大
学
生
と
関
わ
る
機

会
が
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

大
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
と
の
接
点
を
つ
く
ろ
う
と
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
仮
設
校
舎
の
引
っ
越
し
も
あ
り
勉
強
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
夏
と
冬
の
年
二

回
、
鹿
島
区
万
葉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
活
動
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
大
学
生
は

全
国
か
ら
、
小
学
生
も
小
高
区
外
か
ら
も
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ー 

今
後
に
向
け
て

　
「
一
本
の
教
育
理
念
を
持
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

幼
児
か
ら
の
一
貫
教
育
が
大
切
」
と
子
ど
も
た
ち
の

将
来
に
ま
っ
す
ぐ
に
向
き
合
い
、
実
践
を
続
け
る
齋

藤
さ
ん
の
ご
活
躍
は
、
小
高
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来

を
考
え
た
復
興
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

◆ 

大
学
生
ス
タ
ッ
フ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・ 

え
り
か
さ
ん
（
明
治
大
学
三
年
生
）

…

今
年
で
五
回
目
の
参
加
。
何
度
か
来
て
い
る
う
ち
に
、

ゆ
く
ゆ
く
は
こ
っ
ち
で
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

・
ゆ
う
き
く
ん
（
福
島
大
学
四
年
生
）

…

初
期
か
ら
参
加
。
福
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

代
表
。
夢
の
あ
る
子
た
ち
に
選
択
肢
を
増
や
し
て
あ
げ

た
い
。

▶
活
動
を
続
け
る
大
学
生
ス
タ
ッ
フ

　
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

保
護
者
の
声
か
ら

今
後
の
教
育
を
考
え
る

　
市
教
育
委
員
会
が
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
小
高
の
教
育
を
め
ぐ
る
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

 

◆
児
童
・
生
徒
数
の
激
減

　
「
再
開
後
、
小
高
区
の
小
中
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い
」

が
全
体
の
約
　
％
、
　
名
で
、
震
災
前
よ
り
か
な
り
少

な
い
人
数
と
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
の
切
磋
琢
磨
が
お

こ
り
に
く
く
、
教
育
水
準
の
低
下
を
心
配
す
る
声
も
あ

り
ま
す
。

 

◆
放
射
線
や
原
発
事
故
へ
の
不
安

　
原
発
を
め
ぐ
る
状
況
の
不
透
明
さ
、
子
ど
も
へ
の
放

射
線
リ
ス
ク
を
心
配
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

 

◆
教
育
を
め
ぐ
る
基
盤
の
整
備

　
鉄
道
、
医
療
、
商
店
と
い
っ
た
生
活
基
盤
が
未
だ
整

わ
ず
、
就
学
中
や
登
下
校
中
へ
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

 

◆
避
難
先
で
の
生
活
、
居
住
地
の
選
択

　
避
難
先
で
の
学
校
生
活
に
馴
染
ん
で
い
る
、
周
り
の

住
民
の
動
向
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
要
因
で
小
高

へ
の
通
学
を
た
め
ら
う
声
が
あ
り
ま
す
。

▼
様
々
な
要
因
で
、
小
高
の
学
校
へ
の
通
学
を
望
ま
な

い
、
望
め
な
い
世
帯
が
多
い
現
状
で
す
。
山
積
す
る
課

題
に
対
処
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

14

64
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まちなか
プラン作

成
中
！！

みんなの想
いを集

めて

希
望
のプランにしましょう！

◀小高区役所、南相馬市役所、小高郵便

局、あぶくま信用金庫、おだかのひるご

はんなどに、冊子が置いてあります。仮

設住宅集会所でのご説明も行います。

ご一報いただければ、お届け、ご説明し

ます。ぜひお手にとってご覧ください。

小
高
地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
小
高
区
地
域
協
議
会
）

今
後
の
予
定

　
小
高
区
地
域
協
議
会
か
ら
南
相
馬
市
役
所
に
「
ま
ち
な
か
プ

ラ
ン
」
を
提
案
し
、
今
後
の
行
政
計
画
に
生
か
し
て
も
ら
い
ま
す
。

2

そ
の
後

　
小
高
に
想
い
を
寄
せ
る
皆
様
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
案
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

1

十
一
月
い
っ
ぱ
い

東
京
大
学 

工
学
部
都
市
工
学
科 

地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

　
郵
送
・
〒1

1
3

-8
6

5
6

東
京
都
文
京
区
本
郷7
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-1

　
電
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1
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8
4

5

　
フ
ァ
ッ
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ス
・0

3
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8
4

1
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6

5

　
メ
ー
ル
・o
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a
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@
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k
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.jp

南
相
馬
市
小
高
区
地
域
振
興
課

　
郵
送
・
福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
本
町2

丁
目7

8

番
地

　
電
話
・0

2
4

4
-4

4
-6

7
1

6

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・0

2
4

4
-4

4
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k
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c
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m
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m

a
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「
放
射
線
コ
ラ
ボ
講
演
」

　
こ
れ
か
ら
の
小
高
で
の
生
活
を
想
像
す
る
と
、
放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て
、
心
配
な
こ
と
や

知
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
月
二
日(

日)

午
後
、
浮
舟
文
化
会
館
に
て
、
専
門
家
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
議

議
で
き
る
場
を
用
意
し
ま
し
た
。
約
三
十
名
程
の
方
が
参
加
し
、
様
々
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
も
大
変
好
評
で
し

た
が
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

「
帰
還
を
決
め
た
者
が
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、
具
体
的
な
話
を

も
っ
と
聞
き
た
い
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
と
は
異
な
る
意

見
の
専
門
家
を
招
い
て
第
二
弾
も

企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
河
田
昌
東
さ
ん
（N

P
O

法
人
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
救
援
・
中
部
）
か
ら
「
小
高

で
の
暮
ら
し
」
と
題
し
、
調
査
デ
ー
タ

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
高
で
は
年
間1

m
S

v

以
下
の
地
表

部
分
が
、
二
〇
一
二
年
の2

1
.8

%

か
ら

二
〇
一
五
年
に
は6

1
.1

%

に
増
加
し
て

い
る
一
方
、
山
で
は
事
故
直
後
に
汚
染

し
た
木
の
葉
が
腐
葉
土
に
な
る
な
ど
、

汚
染
が
循
環
し
て
い
る
こ
と
や
、
野
菜

も
全
体
的
に
は
汚
染
が
下
が
っ
て
い
る

が
種
類
に
よ
り
異
な
る
こ
と
な
ど
が
、

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
木
村
真
三
さ
ん
（
獨
協
医
科
大
学
）

か
ら
は
「
住
む
べ
き
か
、
住
ま
ざ
る
べ

き
か
」
と
題
し
、
い
わ
き
市
志
田
名
地

区
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
要
旨

二
本
松
市
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て

い
る
経
験
も
ふ
ま
え
、
自
分
で
住
む
と

こ
ろ
の
線
量
を
測
り
な
が
ら
、
住
む
か

住
ま
な
い
か
と
い
う
選
択
を
す
る
べ
き

で
あ
る
、
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
要
旨

質
問
・
薪
を
使
う
と
き
の
注
意
点
は
？

↓
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
薪
ス
ト
ー
ブ

や
薪
風
呂
な
ど
を
利
用
し
て
い
た
が
、

内
部
被
曝
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
。
薪

風
呂
の
煙
か
ら
も
飛
散
す
る
。

　
震
災
前
の
薪
で
も
付
着
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
測
定
の
必
要
が
あ
る
。

質
問
・
安
全
の
基
準
は
？

↓
河
田: 

年
間5

m
S

v
以
下
、
目
標
は

1
m

S
v

。
木
村: 

緊
急
時5

m
S

v
以
下
、

四
年
経
た
今
は
通
常
の2

m
S

v

以
下
。

　
そ
の
ほ
か
、
樹
種
に
よ
っ
て
汚
染
が
違

う
、
イ
カ
や
タ
コ
は
セ
シ
ウ
ム
を
体
内
に

取
り
入
れ
な
い
等
の
知
見
を
得
ま
し
た
。

第
二
回
小
高
地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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と
ど
け
鳥
の
活
動
か
ら

　
　
　

見
え
て
き
た
も
の

震
災
後
に
設
立
さ
れ
た
、
放
射
能
測
定
セ
ン
タ
ー
・
南
相
馬
、

通
称
「
と
ど
け
鳥
」
で
活
動
さ
れ
て
い
る
河
田
昌
東
さ
ん
よ
り

寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
ど
け
鳥
の
設
立

　
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
福

島
原
発
事
故
か
ら
四
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
二
〇
一
二
年
六
月
に
原

町
区
錦
町
に
「
放
射
能
測
定
セ
ン

タ
ー
・
南
相
馬
（
通
称:

と
ど
け
鳥
）
」

を
設
立
し
、
住
民
の
方
々
が
持
参
す

る
野
菜
や
土
壌
・
井
戸
水
な
ど
の
放

射
能
測
定
を
無
償
で
行
っ
て
き
ま
し

放
射
能
に
つ
い
て

わ
か
っ
て
き
た
こ
と

　
こ
れ
ま
で
一
万
件
近
い
検
体
を
測

定
し
、
様
々
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
例
え
ば
セ
シ
ウ
ム
の
汚
染
は
野
菜

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
土

壌
中
に
深
く
根
を
張
る
人
参
や
牛
蒡
、

大
根
の
他
、
ネ
ギ
の
仲
間
は
汚
染
が

低
く
、
地
表
に
細
か
い
根
を
張
る
紫

蘇
や
小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
草
等
は
汚

染
が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
経
過
と
と
も
に
放
射

能
汚
染
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
〇
一
四
年
度
に
は
検
出
限
界
（
約

1
0

 B
q/K

g

）
を
超
え
た
も
の
は5

.6
%

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
国
の
基
準
（1

0
0

B
q/K

g

）
を
超

え
た
も
の
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
逆
に
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
は
ま
だ
ま

だ
汚
染
が
高
く
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

近
日
中
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
発
行

　
こ
う
し
て
測
定
に
よ
り
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
十
月
下
旬
に
は

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
（
八
〇
頁
）
を
発
行
し
、

南
相
馬
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
ら
内
部

被
曝
を
防
ぐ
手
立
て
に
し
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

河田 昌東（かわたまさはる）

分子生物学者。

NPO 法人チェルノブイリ救援・

中部の理事を務める。

1990 年からチェルノブイリ事

故被災者への支援活動に取り組

む。2011 年より、被災地南相

馬の支援を続けている。
▶全国のボランティアと南相馬市民

のチームで測定し作成している、空

間線量マップ

た
。
測
定
員
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

救
援
・
中
部
ス
タ
ッ
フ
一
名
の
他
は

全
員
、
南
相
馬
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
さ
ん
で
す
。

▼
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、「
放
射
能
測
定
セ
ン

　
タ
ー
・
南
相
馬
」
で
手
に
入
り
ま
す
。
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予
定

　十
月
三
十
一
日(

土)

　
上
浦
に
て

　
七
月
上
旬
と
十
月
上
旬
に
開
催
し
た
、
ま
ち
な

か
で
の
「
小
高
あ
る
き
」
に
続
き
、
第
三
弾
を
上

浦
で
行
い
ま
す
。
在
に
お
け
る
小
高
の
歴
史
や
魅

力
を
、
一
緒
に
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

ワーキンググループで何をやるのか、

アイディア大募集中です！
どなたも大歓迎です。
ぜひ、 ご参加ください。

小
高
区
地
域
協
議
会
の
提
案
を
受
け
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
を
中
心

に
小
高
の
復
興
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
力:

仲
光
寛
城
（
ナ
カ
ミ
ツ
デ
ザ
イ
ン
）

小高中学校にて

復
興
拠
点
施
設
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
行
こ
う
！

第
一
回
　
十
一
月
一
日(

日)

　
　
十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館

第
二
回
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）
　
十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館

第
三
回
　
十
一
月
十
九
日
（
木
）
　
十
九
時
か
ら
　
原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

第
四
回
　
十
一
月
十
三
日
（
日
）
　
十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館

　
ま
ち
な
か
で
計
画
さ
れ
て
い
る
復
興
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
南
相
馬
市

が
、
全
四
回
の
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

　
小
高
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。


